

































































































































































子規は 1898 年 2 月 12 日から新聞『日本』誌上に 10 回にわたり「歌よ
みに与ふる書」を連載するが９）、節もこれも読んでいる。また、節が 20 歳
となったこの年から、総合文芸誌『新小説』（1896 年 7 月からの第 2 次の
もの）に短歌や小説の投稿を始め、いずれもすぐさま入選している。いかに
文学の才に恵まれていたかが理解されるだろう。
1900 年（M33）3 月 27 日に、節は根岸庵に初めて子規を訪れる。夏に









に診てもらったがはっきりしなかったのであった（12 月 7 日付の福島の知
人、門間春雄宛書簡　全集 6: 363）10）。11 月 19 日、近しい友人の岡麓の家
を訪れ体調不良を訴えた折11）、節は岡に「医者は胃がわるいのだというが
胃ではないようだ」と言い、さらに「咽喉がえからくて困る」と話したとい










そこで、先述のように節は 11 月 21 日に、木村医師から咽頭結核に罹っ
ていることを告げられる。その際、放置すれば、余命は「一年か一年半」と




0 0 0 0
として一切音がし
ない」と語っている（平瀬 1915: 149）。
12 月 5 日、節は東京市下谷区中根岸にあった根岸養生院に入院し翌 1912










































この「我が病」と「鍼の如く　其の五」のなかの 1914 年（T3）9 月 13 日
の二首を「節作品の内、最も心をひかれるもの」としている（清水 1984: 
308）。
















花であった。節はこの山茶花について 12 首を残している。4 首を引くが、

















結核を宣言された 1911 年（M44）11 月 21 日から亡くなる 1915 年（T4）
2 月 8 日までの間の長塚節の行動で不思議なことがある。それは、この「病
中雑詠」から、1914 年（T3）6 月『アララギ』第 7 巻第 5 号に出した 47
首からなる「鍼の如く　其の一」まで、短歌を全く発表していないことであ
る。では、節はなにをしていたかというと旅である。




節は、1912 年（M45）3 月 19 日に東京を発ち 9 月 15 日に帰京する大旅
行を行なっている。この長旅で、静岡、名古屋、京都、吉野、京都、岡山、
広島、福岡、隈本、鹿児島、長崎、博多、対馬、隠岐、高松等々を訪れてい
る。この間、3 月 26 日に京都医科大学病院に入院し、翌 27 日に咽頭の患
部を「一時に取り去る」という手術を受けている（全集 7: 422 父宛書簡）。





いと診断されたとある（全集 7: 443 渡邊剛三宛書簡）。また、20 日に九州
に発つことについて、羽根が生えたように感じたと記している（同）。そし

























て、5 月 24 日に東京に戻るまでの、門司から神戸まで宮島に寄って瀬戸内
海を船で行き、京都、奈良、出雲に遊んだこの帰路はもっとも幸福な時間で












この身体の不調と呼応して、節は 11 月 24 日から二つめの病状日記を小
型の手帳につけ始める。これは、節があきらかに結核を意識したという点で
重要な転機である。節は再び結核を生きはじめたのである。この病状日記
は、翌 1914 年（T3）の 11 月 16 日まで書き続けられた。11 月 17 日から
は三冊目に移り、翌 1915 年（T4）1 月 8 日まで書き続けている。これらの
日記にはほぼ毎日検温の結果が記されており、節の几帳面な性格が反映され
ている。





ろきません」と記している（全集 6: 594）。12 月 23 日、節は茨城から上京
し神尾医師の診察を受け（全集 4: 323）、26 日に神田の金沢医院へ入院す
る（全集 4: 324 ; 全集 7: 594）。そして、翌 1914 年（T3）1 月 23 日、母
の病気のため退院し翌日帰京している。しかし、3 月 13 日茨城より上京し、
3 月 14 日に今度は橋田病院に入院する（全集 4: 340–1）。
節が短歌に回帰するのは、この年の 4 月である。病状日記の 4 月 6 日の
記載に「昨夜ふと歌一首成る。十一時半頃より暁に及んで眠らざりし為な
り」（全集 4: 345）とあり、7 日の条には「昨夜よりの歌の添削をなす」（同











年（T3）から 15 年（T4）にかけて 5 回にわたり『アララギ』に掲載され
た。1914 年（T3）の第 7 巻第 5 号（6 月特別号）に「鍼の如く」（47 首）、
6 号（7 月号）に「鍼の如く（以下、タイトル略）　其の二」（40 首）、7 号（8
月号）に「其の三」（35 首）、8 号（9 月号）に「其の四」（39 首）、しばら




ば、231 首の短歌に対して 124 の詞書が付されている。そして、後に引用
するように長い詞書も多い。第二の特異な点は第一のそれとかかわってい
る。「鍼の如く」は長い歌日記なのである。「其の一」の 31 首め、すなわち
1914 年（T3）4 月 27 日に作られた「春雨にふれてとゞけば見すまじき手
紙の糊もはげて居りけり」から、同年 12 月 8 日の日付がある「朝まだき車
ながらにぬれて行く菜は皆白き茎さむく見ゆ」までの 196 首は、7 か月間






























ろう。先述のように、「鍼の如く」の 31 首めの、すなわち 1914 年（T3）4
月27日作の短歌から歌日記が始まる。「鍼の如く」はさらに「一」から「六」




























やはり⑷の歌である。この歌の前の歌の詞書で、「十一日」とは 5 月 11 日、
そして見舞いに来た者が、鉄砲百合とスイートピーを持ってきてくれたこ













病状日記を見ると、橋田医院に入院した 3 月 14 日以降 37℃台の発熱は稀
でなく、38℃にちかくなることもあった。また、5 月に入ってから咳も多く
なっており（全集 4: 353）、退院した後も、たとえば 6 月 5 日に「咳嗽やま
ず」と記しているように（全集 4: 359）、咳に悩まされた。当然この身体の
変調が何を意味するかを、節は理解していたはずである。











があった16）。これはもちろん大きな出来事であり、5 月 27 日の岡三郎宛葉
書には「近日精神に動揺を来すことありて結果おもしろからず困却致居候」





「鍼の如く　其の二」は『アララギ』第 7 巻第 6 号（7 月号）に掲載され
た。5 月 22 日から 6 月 9 日までの 40 首を収める。この間、節は 5 月 29
日に橋田医院を退院したことは先に述べたが、6 月 7 日には博多へむけて東
京を発っている。
「其の二」は、「一」から「三」に分けられ、「一」に 5 首、「二」に 1 首、「三」
熱情と冷静さ
39















































6 月 7 日、節は再び福岡へ向けて発つ。静岡、神戸、下関に宿泊して、
10 日に福岡に着き、20 日から 8 月 14 日まで福岡大学附属病院で入院生活
を送る（全集 4: 359–376）。「其の二　三」の最後、すなわち「其の二」の













『アララギ』7 号（8 月号）に掲載された「鍼の如く　其の三」（35 首）は、
6 月 9 日から 7 月 7 日までの短歌がまとめられており、「鍼の如く」と「鍼
の如く　其の二」にあったさらなる区分はない。病いに関係する歌は 2 首












いる（全集 7: 677）。また、7 月 3 日には父に「当地はなか の暑さにて
夜分八十六度位のことも有之病室はなか 苦しく候へども（後略）」と書
き送っている（全集 7: 666）。華氏 86 度は摂氏 30 度であり、たしかにか
なり暑い。これも⑸の歌である。











「鍼の如く　其の五」（70 首）は 1915 年（T4）の第 8 巻 1 号（1 月号）
に発表された。「一」から「四」に分けられている。1914 年（T3）8 月 14
日に福岡大学病院を退院すると、16 日には福岡を発ち 18 日に宮崎の青島










略）」という詞書を持つ 10 月 18 日の歌は以下のとおりである。
浴みして手拭ひゆる朝寒みまだつぼみなりそのあさがほは







郷にも東京にも戻ることなく、1915 年（T4）1 月 4 日には福岡大学附属病
























































希求していた。節にとって最後の旅は、8 月 16 日から 9 月 22 日までの福
岡から宮崎、大分への旅である。
この旅は、転地療養としての意味も持っていた。6 月 28 日、入院中の福
岡大学附属病院の病室から宮崎の知人に宛てて書いた書簡には、宮崎の青島
で「砂にくるまつて日光浴をやつたら私の身体には格別宜しからうと思ひま
す」と記している（全集 7: 661-2）。また、7 月 16 日の書簡にも、青島へ
の転地を考えている旨の記載がある（橋詰孝一郎宛書簡 全集 7: 673）。
ところが、青島では 8 月 19 日から 9 月 7 日の間に、3 軒の旅館から肺




み して見ました」と 8 月 24 日に久保より江に書き送っている（全集 7: 
691）。





















核の診断から入院をへて 2 月 20 日に退院するまでと、再び体調が悪くなっ





































1） たとえば、青木純一『結核の社会史』第 8 章「療養者の言葉と生活」（2004）、エ
ルズリッシュ、ピエレ『病人の誕生』（［1991］1992）。
2） 『ハンセン氏病文学全集』（第 1 期全 10 巻、皓星社）『第 8 巻　短歌』（2006 年）には、
約 1,200 人の短歌 20,000 首が収められている。
3） 瞬時に短歌や俳句を詠むことは、それぞれ「即詠」「即吟」と呼ばれ、訓練として
も活用される。1900 年（M33）3 月 30 日、節が二度目に子規を根岸庵に訪れた折、
子規は線香一本が燃え尽きないうちに、根岸庵の実景を歌に詠めと命じ、節は「歌
人の竹の里人おとなへばやまひの床に絵をかきてあり」をはじめ 10 首を作ってい
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How Nagatsuka Takashi, a Tanka Poet, Lived with Tuberculosis
by Hideaki MATSUOKA
Nagatsuka Takashi (1879~1915) is best known as the author of Tsuchi 
or The Soil (1910), a novel which depicts the everyday life of poor farmers. 
However, he had been a tanka poet long before he started writing novels. He 
left many excellent tankas but the most prominent ones were written during 
the period from when he was diagnosed tuberculosis at the end of 1911 to 
December, 1914, two months before his death.  
There still remains some mystery why he did not make any tanka for two 
years, from March 1912 to March 1914, during the three years of his fight-
ing against his illness. This question might be answered by examining his life 
more closely. Throughout his life, Nagatsuka had a passion for travel and this 
passion was increased by his illness. There was a doctor in Fukuoka who was 
the only one at that time who was able to give patients a special treatment 
that he had brought from Germany. Nagatsuka traveled to Fukuoka, a city 
550 miles west of Tokyo three times in his last three years. To receive treat-
ment was, however, not the only reason for his journeying. Before and after 
staying in Fukuoka, he visited several sightseeing places, such as Kyoto, Nara, 
Hiroshima etc., and sent many letters to his friends. This passion for travel 
could have hastened his death as long trips like these at that time could have 
drained his bodily strength. 
There is a sharp contrast between Nagatsuka’s travel and tanka. In the 
field of tanka, his work is noted for its quietude. In 1912, he published two 
series of tankas: Waga Yamai or My Sickness and Byosho Zatsuei or From My 
Sickbed. After two years of being away from tanka, he returned to this tra-
ditional Japanese poetry form and published 231 tankas entitled Hari no 
Gotoku or Like a Needle. Usually, tankas written by those who are ill tend to 
be sentimental, but Nagatsuka’s tankas seldom refer to his illness. Instead he 
52
depicted his everyday life including his illness in the kotobagaki, the one or 
several sentences immediately preceding a tanka, which explain the context 
to that particular tanka. 
